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AstraZeneca 

2025年 2月 6日 

2024年通年および第 4四半期業績 

～売上収益 21%増、コア EPS19%増で、2024年通年で堅調～ 

 

収益および EPSの概要 

 
 

2024年 
通年 

増減 (%) 
2024年 
第 4四半期 

増減 (%) 

 100万ドル 実績 CER1 100万ドル 実績 CER 

-製品売上  50,938 16 19 13,362 18 19 

-アライアンス収益  2,212 55 55 714 68 69 

-協業収益  923 56 54 815 >2x >2x 

売上収益  54,073 18 21 14,891 24 25 

報告ベース EPS  $4.54 18 29 $0.97 56 71 

コア2EPS  $8.21 13 19 $2.09 44 49 

 

2024年通年財務業績（伸び率は恒常為替レートベース） 

- 製品売上 19%増、提携医薬品（アライアンス収益）の継続的な成長、および売上マイルストーン

（協業収益）の達成を受けて、売上収益は 21%増の 540億 7,300万ドル 

- オンコロジーによる売上収益は 24%増、循環器・腎・代謝疾患（CVRM）は 20%増、呼吸器・免

疫疾患（R&I）は 25%増、ワクチン・免疫療法（V&I）は 8%増、希少疾患は 16%増 

- コア EPSは 19%増の 8.21 ドル 

- 2 回目の中間配当として 1株当たり 2.10 ドルを発表したため、2024 年の年間配当総額は 7%増

の 1株あたり 3.10 ドル。2025年通年で配当はさらに増額へ 

- 2025 年通年のガイダンス：いずれも CER ベースで、売上収益は 1 桁台後半の増加、コア EPS は

2桁台前半の増加を見込む 

 

最高経営責任者（CEO）パスカル・ソリオのコメント 

「当社は 2024 年において非常に堅調な業績を実現し、売上収益とコア EPS はそれぞれ 21%と 19%

の増加となりました。また、当年は高い価値を持つ第 III 相試験 9 件で良好な結果を得ており、すべての

主要地域における当社製品への需要の高まりと併せて、2025 年に向けた堅調な成長の維持に寄与す

ることが期待されます。 

当年は、当社にとって前例のない、成長要因が豊富な期間の始まりであり、10 年後の 2030 年までに売

上収益 800 億ドルを達成するというアンビション 2030 の道のりにおいて重要なステップです。2025 年だ

本資料は、投資家 /ビジネスパートナーの皆様からのご要望に応えるため、アストラゼネカ英国本社

（AstraZeneca PLC）が 2025 年 2 月 6 日に発表した、2024 年通年および第 4 四半期業績の一部を

日本語に翻訳し、参考資料として提供するものです。本資料の正式言語は英語であり、その内容・解釈について

は英語が優先します。本リリースには、本邦未承認および国内と異なる適応の情報を複数含みます。 

https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/PDF/2024/fy/Full-year-and-Q4-2024-results-announcement.pdf
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けで、7 つの新薬について最初の第 III 相試験結果が明らかになる予定であり、加えて、既存製品におけ

る複数の重要な新規適応症の機会を見込んでいます。 

さらに、2030 年以降も当社の成長を促進する可能性のある革新的なテクノロジーに対して投資し、大き

く前進させています。また、その多くは現在、ピボタル試験に入っています」。 

 

前回の業績発表以降の主なマイルストーン 

- PTEN 欠損を有する de novo 転移性ホルモン感受性前立腺がんにおけるアビラテロンおよびアンドロ

ゲン遮断療法併用下でのトルカプ（CAPItello-281）、ならびに切除可能な早期 EGFRm 

NSCLC における化学療法併用または非併用下でのタグリッソ（NeoADAURA）の良好な臨床試

験結果 

- 限局型小細胞肺がんにおけるイミフィンジ（ADRIATIC）、マントル細胞リンパ腫におけるベンダムスチ

ンおよびリツキシマブ併用下でのカルケンス（ECHO）、HR 陽性 HER2 陰性転移性乳がんにおける

ダトロウェイ（ダトポタマブ デルクステカン）（TROPION-Breast01）、ならびに化学療法未治療の

HER2 低発現および超低発現転移性乳がんにおけるエンハーツ（DESTINY-Breast06）の米国

での承認。切除不能な EGFRm NSCLC におけるタグリッソ（LAURA）、および COVID-19 予防

におけるカビゲイル（SUPERNOVA）の欧州での承認。子宮体がんにおけるイミフィンジ（DUO-E）、

pMMR子宮体がんにおけるリムパーザとイミフィンジの併用療法（DUO-E）、慢性リンパ性白血病／

小リンパ球性白血病におけるカルケンス錠剤、HR 陽性 HER2 陰性転移性乳がんにおけるダトロウェ

イ、EGPA におけるファセンラ（MANDARA）、および COVID-19 予防におけるカビゲイルの日本で

の承認。gBRCAm HER2 陰性早期乳がんにおけるリムパーザ（OlympiA）、局所進行または転

移性のMET エクソン 14 NSCLC における Orpathys（NCT04923945）の中国での承認 

 

ガイダンス 

2024 年通年の平均為替レートに基づく CER ベースで、2025 年通年の売上収益およびコア EPS に関

するガイダンスを公表します。 

 

売上収益は、1桁台後半の増加を見込む 

コア EPSは、2桁台前半の増加を見込む 

 

- コア税率は 18～22%を想定 

当社は、買収関連負債から生じる公正価値調整、無形資産減損費用、訴訟和解引当金等、報告

ベースの業績の重要な要素を確実に予測することはできないため、報告ベースのガイダンスを提供すること

はできません。本発表の最後にある将来予測に関する注意事項をご参照ください。 

 

 

 



News Release 
 

Page 3/14 

 

為替の影響 

仮に 2025 年 2 月から 2025 年 12 月までの為替レートが 2025 年 1 月の平均レートで推移した場

合、2025 年通年の売上収益は、CER ベースの業績と比較して 1 桁台前半のマイナス影響、コア EPS

は 1桁台半ばのマイナス影響を受けると予想されます。為替レートに関する当社の感度分析を Table 17

に示します。 

 

資本配分 

2025 年に、当社は公表されている年間配当を 1 株あたり 3.20 ドルに引き上げる予定です。また、ポー

トフォリオの成長を支援し、革新的な技術への能力を構築するために、製造拡大プロジェクトや ITシステム

への投資によって、資本支出3を約 50%増加させる見込みです。 

 

中国 

医薬品の違法輸入の疑いに関し、2025 年 1 月、アストラゼネカは送検の通知および 90 万ドルの輸入

税未払いの疑いに関する深圳市税関からの査定評価を受領しました。アストラゼネカが知る限り、査定評

価に記載された輸入税はイミフィンジおよびイジュドに関するものです。また、アストラゼネカの法的責任が認

められた場合、未払い輸入税額の 1～5 倍の罰金が課される可能性があります。アストラゼネカは引き続

き中国当局に全面的に協力します。 

2024 年 12 月、アストラゼネカは、中国、アジアおよびユーラシア市場、中東およびアフリカ、中南米、オー

ストラリアおよびニュージーランドを担当する国際担当エグゼクティブバイスプレジデントとして、Iskra Reic の

任命を発表しました。Iskraは、当社を長期休職中で中国にて取り調べを受けている Leon Wangの後

任です。 
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Table 1：2024年第 4四半期売上収益のパフォーマンスの主な要素 

  増減 (%)   

収益項目  100万ドル 実績 CER   

製品売上 
 

13,362 18 19   

アライアンス収益  714 68 69   エンハーツは 3億 9,200万ドル（2023年第 4
四半期：2億 8,100万ドル） 

 テゼスパイアは 1億 3,300万ドル（2023年第
4四半期：8,000万ドル） 

 ベイフォータスは 1億 6,100万ドル（2023年
第 4四半期：4,100万ドル） 

協業収益 
 

815 >2x >2x   リムパーザは 6億ドル（2023年第 4四半期：
2億 4,500万ドル） 

 ベイフォータスは 1億 1,100万ドル（2023年
第 4四半期：2,700万ドル） 

 コセルゴは 1億ドル（2023年第 4四半期：0
ドル） 

売上収益  14,891 24 25   

       

治療領域 
 

100万ドル 実績 CER   

オンコロジー 
 

6,344 27 29   タグリッソの売上は 20%（CER ベースで 21%）
増、カルケンスは 20%増、エンハーツは 48%
（CER ベースで 54%）増 

CVRM 
 

3,138 16 17   フォシーガの売上は 21%（CERベースで
22%）増、ロケルマは 35%増 

R&I  2,127 27 28   ビレーズトリの売上は 29%増。サフネローは 65%
増、テゼスパイアは 86%（CERベースで
85%）増、シムビコートは 31%（CER ベースで
33%）増 

V&I  651 58 55   ベイフォータスの売上収益は 3倍超増 

希少疾患  2,377 21 22   ソリリスの 24%（CERベースで 22%）減により
一部相殺されるものの、ユルトミリスの売上は
32%（CER ベースで 33%）増、ストレンジック
は 38%（CER ベースで 37%）増、コセルゴは
3倍超増 

その他医薬品  254 (7) (6)   

売上収益  14,891 24 25   

       

地域別売上   100万ドル 実績 CER   

米国 
 

6,532 28 28   製品売上は 25%増 

新興国市場  3,134 13 19   

-中国 
 

1,364 (1) (3)   主として、季節性呼吸器ウイルス感染症の発生
率が低いこと、および年末における病院予算のダイ
ナミクスの影響により減少 

-中国以外の新興国市場  1,770 26 42   

欧州  3,948 37 35   製品売上は 20%（CERベースで 18%）増 

その他既成市場  1,277 1 2   

売上収益  14,891 24 25   

 

主要なアライアンス医薬品 

- 第一三共株式会社（以下、第一三共）とアストラゼネカが計上したエンハーツの総売上高は、2024

年通年で 37億 5,400万ドル（2023年通年：25億 6,600万ドル） 

- アムジェンとアストラゼネカが計上したテゼスパイアの総売上高は、2024 年通年で 12 億 1,900 万ド

ル（2023年通年：6億 5,300万ドル） 
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Table 2：2024年第 4四半期の財務パフォーマンスの主要要素 

項目 報告ベース 報告ベース 
増減 

コア コア増減  コメント4 

売上収益 
148億

9,100万ドル 
実績 24% 
CER 25% 

148億
9,100万ドル 

実績 24% 
CER 25% 

  詳細は、本書の Table 1 および売上収益の
項を参照 

製品売上 
総利益率 

80% 
実績 安定的 
CER +1pp 

79% 
実績-1pp 

CER 安定的 

  製品の季節性、為替変動、およびその他の
影響により、期間による製品売上総利益率
の変動を予想 

研究開発費 
46億 7,700

万ドル 
実績 52% 
CER 52% 

35億 7,300
万ドル 

実績 23% 
CER 22% 

 + パイプラインへの投資拡大 

 コア研究開発費の対売上収益比は 24%
（2023年第 4四半期：24%） 

 報告ベースの研究開発費は、vemircopan
（ALXN2050）の無形資産に対して計上
された 7億 5,300万ドルの減損を包含 

販売費・ 
一般管理費
（SG＆A） 

54億 1,000
万ドル 

実績 1% 
CER 1% 

42億 7,500
万ドル 

実績 6% 
CER 7% 

 + 最近発売された製品および発売前製品の
市場開発活動 

 コア販売費・一般管理費 対 売上収益比
率は 29%（2023年第 4四半期：
34%） 

その他営業収入
（および費用）5 

1億ドル 
実績-7% 
CER -6% 

1億 100万ド
ル 

実績-7% 
CER -6% 

 
 

営業利益率 14% 
実績+3pp 
CER +4pp 

28% 
実績+5pp 
CER +6pp 

  粗利益率、研究開発費、販売費・一般管
理費およびその他営業収入（および費用）
に関する上記のコメントを参照 

純金融費用 
3億 6,500
万ドル 

実績 9% 
CER 8% 

3億 1,000
万ドル 

実績 20% 
CER 20% 

 + より高い金利での最近の債務 

+ 利子所得の減少 

+ 純負債の増加 

税率 10% 
実績+17pp 
CER +15pp 

16% 
実績+7pp 
CER +7pp 

 
 期間による税率の変動を予想 

EPS $0.97 
実績 56% 
CER 71% 

$2.09 
実績 44% 
CER 49% 

  報告ベースとコアとの差異の詳細は
Table 12 に記載 
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Table 3：前回の決算発表以降のパイプラインのハイライト 

イベント 医薬品 適応症／治験 イベント 

薬事承認およびその
他の薬事案件 

タグリッソ 
EGFRm NSCLC（ステージ III、切除
不能）（LAURA） 

薬事承認（欧州、中国） 

イミフィンジ 限局型 SCLC（ADRIATIC） 薬事承認（欧州） 

イミフィンジ 進行子宮体がん 薬事承認（日本） 
カルケンス 慢性リンパ性白血病用錠剤 薬事承認（日本） 

カルケンス 
マントル細胞リンパ腫（1次治療）
（ECHO） 

薬事承認（米国） 

リムパーザ+イミフィン
ジ 

ミスマッチ修復機能正常の進行子宮体
がん（DUO-E） 

薬事承認（日本） 

リムパーザ 
gBRCAm HER2- eBC
（OlympiA） 

薬事承認（中国） 

エンハーツ 
HR+ HER2低発現および超低発現
mBC（DESTINY-Breast06） 

薬事承認（米国） 

ダトロウェイ 
HR+ HER2- mBC（TROPION-
Breast01） 

薬事承認（日本、米国） 

Orpathys 
MET エクソン 14 スキッピング変異
NSCLC（NCT04923945） 

薬事承認（中国） 

ファセンラ EGPA（MANDARA） 薬事承認（日本） 
カビゲイル 
 

COVID-19 の予防
（SUPERNOVA） 

薬事承認（欧州、日本） 

薬事承認申請または
受理* 

イミフィンジ 筋層浸潤性膀胱がん（NIAGARA） 薬事承認申請（米国、日本） 
イミフィンジ+イジュド NSCLC（1次治療）

（POSEIDON） 
薬事承認申請（中国） 

カルケンス 慢性リンパ性白血病（1次治療）
（AMPLIFY） 

薬事承認申請（欧州） 

ダトロウェイ EGFRm NSCLC（後期治療）
（TROPION-Lung05） 

薬事承認申請（米国） 

テゼスパイア コントロール不良の重症喘息
（NAVIGATOR／DIRECTION） 

薬事承認申請（中国） 

コセルゴ 
 

成人神経線維腫症 1型（KOMET） 薬事承認申請（欧州、日本） 

第 III相／登録デー
タ臨床試験結果およ
びその他の展開 

タグリッソ  切除可能な早期 EGFRm NSCLC
（NeoADAURA） 

主要評価項目達成 

トルカプ PTEN欠損を有する de novo転移性
ホルモン感受性前立腺がん
（CAPItello-281） 
 

主要評価項目達成 

*米国、欧州および中国の薬事承認申請は申請受理を意味します。 

 

その他パイプラインの最新情報 

2025年1月、vemircopan（ALXN2050）の第 II相開発プログラムが中止されました。この決定は、

第 II相試験から得られた安全性および有効性データに基づくものです。 

 

今後のパイプライン進展 

最近の臨床試験開始および主要な臨床試験結果の予想時期については、臨床試験付録（Clinical 

Trials Appendix）（www.astrazeneca.com/investor-relations.html）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

https://www.astrazeneca.com/investor-relations.html
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サステナビリティのハイライト 

当社は 11 月に投資家およびアナリストを対象とした健康の公平性に関するイベントを開催し、当社のサイ

エンスから医療の提供そして地域社会への取り組みに至るまで組み込まれている、アストラゼネカの健康の

公平性の戦略について詳しく説明しました。 

2024 年末時点で、Scope 1 および 2 の温室効果ガス（GHG）排出量における当社の累積削減率

は、2015年の基準値から 77.5%でした。 

 

報告カレンダー 

当社は、2025年 4月 29日に 2025年第 1四半期業績を発表する予定です。 

 

営業および財務の概況 

本セクションの成長および業績に関する説明はすべて実際の為替レートに基づいており、財務数値は特に

断りのない限り、100 万米ドル（$m）単位で記載されています。別段の記載がない限り、本発表で示さ

れた業績は、2024 年 12 月 31 日までの 12 カ月間（「当年」または「2024 年通年」）を対象とし、

2023 年 12 月 31 日までの 12 カ月間（2023 年通年）と比較、あるいは 2024 年 12 月 31 日ま

での 3 カ月間（「当四半期」または「2024年第 4四半期」）を 2023年 12月 31日までの 3 カ月間

（「2023年第 4四半期」）と比較しています。 

コア財務指標である EBITDA、純負債、製品売上総利益率、営業利益率および CER は、当社グルー

プの要約連結財務諸表から直接算出できないため、非 GAAP 財務指標となります。経営陣は、これらの

非 GAAP 財務指標は、報告ベースの業績と合わせて提供することにより、投資家やアナリストに、当社グ

ループの財務業績や状況を時系列で比較しながらより深くご理解いただくための有益な補足情報を提供

するものと考えています。これらの非 GAAPベースの財務指標は、GAAP に準拠して作成された財務指標

に代わるものでも、優先されるものでもありません。 

コア財務指標は、以下のような特定の重要な項目を除外するよう調整されています。 

- グローバルでの組織改編に関連する費用および引当金（資産化された製造資産および IT 資産に及

ぼす構造改革プログラムの影響に関連する費用を含む） 

- 無形資産の償却および減損（減損の戻し入れを含むが、IT資産に関連する費用を除く） 

- その他の特定項目（主に買収関連の費用および債務から成り、企業結合の偶発対価に関連する帰

属金融費用および公正価値変動、無形資産取得によって生じた特定のその他の支払債務に関する

帰属金融費用および再測定調整、アレクシオン社買収および法的和解によって生じた特定のその他

の支払債務および負債項目に関連する再測定調整を含む） 

- 上記の調整による税効果は、コア税金費用から除外 
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コア財務指標の性質に関する詳細は、アニュアルレポートおよび Form 20-F Information 2023 の 61

ページに記載されています。 

本発表の財務業績の項に記載されている報告ベースの財務指標とコア財務指標の調整表を参照してくだ

さい。 

製品売上総利益率は、製品売上と売上原価との差額を製品売上で除して計算されます。報告ベースの

製品売上総利益率およびコア製品売上総利益率の計算では、アライアンス収益、協業収益および関連

費用の影響は除外されており、それにより製品売上の基本的な業績が反映されています。 

EBITDAは、報告ベースの税引前利益に合弁会社および関連会社から生じた純金融費用ならびに減価

償却費、無形資産償却費および減損費用を加算した値と定義されています。本発表の財務業績の項に

記載されている報告ベースの税引前利益と EBITDA の調整表を参照してください。 

営業利益率は、売上収益に対する営業利益の割合と定義されています。 

純負債は、現金および現金同等物、その他の投資、ならびに金融派生商品の純額を差し引いた有利子

負債およびリース負債と定義されています。本発表の要約連結財務諸表の注記 3「純負債」をご参照くだ

さい。 

当社は、投資家およびアナリストの皆様が単一の財務指標に依存することなく、アストラゼネカの財務諸表

（その注記を含む）およびその他の利用可能な当社報告書を注意深く全体的に検討されることを強くお

勧めします。 

四捨五入の関係で、本発表におけるいくつかのドル数値およびパーセンテージの合計は一致しない場合が

あります。 

 

https://www.astrazeneca.com/content/dam/az/Investor_Relations/annual-report-2023/pdf/AstraZeneca_AR_2023.pdf
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売上収益 

Table 4：治療領域および医薬品別売上収益6 

 
2024年通年 2024年第 4四半期 

  増減 (%)   増減 (%) 

  100万 
ドル 

対合計
(%) 

実績 CER 
100万 
ドル 

対合計
(%) 

実績 CER 

オンコロジー  22,353 41 21 24 6,344 43 27 29 

- タグリッソ  6,580 12 13 16 1,703 11 20 21 

- イミフィンジ  4,717 9 17 21 1,254 8 16 18 

- カルケンス  3,129 6 24 25 808 5 20 20 

- リムパーザ  3,672 7 20 22 1,444 10 46 47 

- エンハーツ  1,982 4 54 58 540 4 48 54 

- ゾラデックス  1,097 2 11 17 252 2 (4) (1) 

- イジュド  281 1 29 31 73 - 27 28 

- トルカプ  430 1 >10x >10x 163 1 >10x >10x 

- Orpathys  46 - - 2 10 - (15) (16) 

- その他のオンコロジー製品  419 1 (19) (14) 97 1 (25) (22) 

バイオ医薬品：CVRM  12,517 23 18 20 3,138 21 16 17 

- フォシーガ  7,717 14 29 31 1,938 13 21 22 

- ブリリンタ  1,333 2 1 2 341 2 4 4 

- クレストール  1,155 2 4 8 261 2 5 6 

- ロケルマ  542 1 32 34 150 1 35 35 

- セロケン/Toprol-XL  606 1 (5) - 140 1 (3) 1 

- ロキサデュスタット   336 1 22 23 75 1 17 14 

- オンデキサ  219 - 20 22 59 - 11 11 

- Wainua  85 - n/m n/m 42 - n/m n/m 

-その他の CVRM製品  524 1 (24) (22) 132 1 (9) (7) 

バイオ医薬品：R&I  7,876 15 23 25 2,127 14 27 28 

- シムビコート  2,879 5 22 25 684 5 31 33 

- ファセンラ  1,689 3 9 9 471 3 12 12 

- ビレーズトリ  978 2 44 46 257 2 29 29 

- パルミコート  682 1 (4) (1) 164 1 (25) (23) 

- テゼスパイア  684 1 98 99 213 1 86 85 

- サフネロー  474 1 69 70 147 1 65 65 

- Airsupra  66 - >10x >10x 25 - >10x >10x 

- その他の R&I製品   424 1 (10) (9) 166 1 50 50 

バイオ医薬品：V&I  1,462 3 8 8 651 4 58 55 

- ベイフォータス  722 1 >2x >2x 403 3 >3x >3x 

- シナジス   447 1 (18) (14) 101 1 (38) (36) 

- COVID-19 mAbs  31 - (90) (90) - - (96) (93) 

- フルミスト  258 - 14 10 149 1 7 3 

- その他の V&I製品  4 - (68) (68) (2) - (86) (88) 

希少疾患  8,768 16 13 16 2,377 16 21 22 

- ユルトミリス  3,924 7 32 34 1,089 7 32 33 

- ソリリス  2,588 5 (18) (14) 543 4 (24) (22) 

- ストレンジック  1,416 3 23 24 420 3 38 37 

- コセルゴ  631 1 91 96 265 2 >3x >3x 

- カヌマ  209 - 22 24 60 - 47 48 

その他医薬品  1,097 2 (9) (5) 254 2 (7) (6) 

- ネキシウム  886 2 (8) (2) 201 1 (6) (4) 

- その他  211 - (16) (14) 53 - (13) (13) 

医薬品合計  54,073 100 18 21 14,891 100 24 25 
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Table 5：アライアンス収益 

 

2024年通年 2024年第 4四半期 

 増減 (%)  増減 (%) 

100万 
ドル 

実績 CER 
100万 
ドル 

実績 CER 

エンハーツ  1,437 41 41 392 40 41 

テゼスパイア  436 69 69 133 67 67 

ベイフォータス  237 >4x >4x 161 >3x >3x 

その他のロイヤリティ収入  91 13 13 24 14 13 

その他のアライアンス収益   11 12 11 4 57 52 

合計  2,212 55 55 714 68 69 

 

Table 6：協業収益 

 

2024年通年 2024年第 4四半期 

 増減 (%)  増減 (%) 

100万 
ドル 

実績 CER 
100万 
ドル 

実績 CER 

リムパーザ：販売マイルストーン  600 >2x >2x 600 >2x >2x 

ベイフォータス：販売マイルストーン  167 70 64 111 >4x >3x 

コセルゴ：販売マイルストーン  100 n/m n/m 100 n/m n/m 

フォシーガ：販売マイルストーン  56 95 95 4 >5x >5x 

その他  - n/m n/m - n/m n/m 

合計  923  56  54  815  >2x  >2x  

 

Table 7：治療領域別売上収益 

 

2024年通年 2024年第 4四半期 

  増減 (%)   増減 (%) 

100万 
ドル 

対合計
(%) 

実績 CER 
100万 
ドル 

対合計
(%) 

実績 CER 

オンコロジー  22,353 41 21 24 6,344 43 27 29 

バイオ医薬品  21,855 40 19 21 5,916 40 23 24 

CVRM  12,517 23 18 20 3,138 21 16 17 

R&I  7,876 15 23 25 2,127 14 27 28 

V&I  1,462 3 8 8 651 4 58 55 

希少疾患  8,768 16 13 16 2,377 16 21 22 

その他医薬品  1,097 2 (9) (5) 254 2 (7) (6) 

合計  54,073 100 18 21 14,891 100 24 25 

 

Table 8：地域別売上収益 

 

2024年通年 2024年第 4四半期 

  増減 (%)   増減 (%) 

100万 
ドル 

対合計
(%) 

実績 CER 
100万 
ドル 

対合計
(%) 

実績 CER 

米国  23,235 43 22 22 6,532 44 28 28 

新興国市場  13,675 25 14 22 3,134 21 13 19 

中国  6,413 12 9 11 1,364 9 (1) (3) 

中国以外の新興国市場  7,262 13 18 32 1,770 12 26 42 

欧州  12,188 23 27 26 3,948 27 37 35 

その他既成市場  4,975 9 (2) 3 1,277 9 1 2 

合計  54,073 100 18 21 14,891 100 24 25 
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Table 11：報告ベースとコア財務指標の調整：2024年通年7 

2024年通年 
報告ベース 組織改編 

無形資産の
償却および
減損 

その他 コア 
コア 

増減 (%) 

100万ドル 100万ドル 100万ドル 100万ドル 100万ドル 実績 CER 

総利益  43,866 569 32 5 44,472 18 20 

製品売上総利益率  80%    81% -1pp - 

流通費用  (555) - - - (555) 3 5 

研究開発費  (13,583) 275 1,090 7 (12,211) 19 19 

売上収益に占める割合  25%    23% - - 

販売費・一般管理費  (19,977) 312 4,286 351 (15,028) 9 11 

売上収益に占める割合  37%    28% +2pp +2pp 

総事業費  (34,115) 587 5,376 358 (27,794) 13 14 

その他営業収入・費用  252 (2) - - 250 (81) (81) 

営業利益  10,003 1,154 5,408 363 16,928 16 22 

営業利益率  18%    31% - - 

純金融費用  (1,284) - - 115 (1,169) 19 15 

税金  (1,650) (219) (1,044) (88) (3,001) 31 38 

EPS  $4.54 $0.60 $2.82 $0.25 $8.21 13 19 

 

Table 12：報告ベースとコア財務指標の調整：2024年第 4四半期 7 

2024年第 4四半期 
報告ベース 組織改編 

無形資産の
償却および
減損 

その他 コア 
コア 

増減 (%) 

100万ドル 100万ドル 100万ドル 100万ドル 100万ドル 実績 CER 

総利益  12,166 (86) 8 1 12,089 24 26 

製品売上総利益率  80%    79% -1pp - 

流通費用  (143) - - - (143) (1) 1 

研究開発費  (4,677) 54 1,052 (2) (3,573) 23 22 

売上収益に占める割合  31%    24% - +1pp 

販売費・一般管理費  (5,410) 132 943 60 (4,275) 6 7 

売上収益に占める割合  36%    29% +5pp +5pp 

総事業費  (10,230) 186 1,995 58 (7,991) 13 13 

その他営業収入・費用  100 - - 1 101 (7) (6) 

営業利益  2,036 100 2,003 60 4,199 53 58 

営業利益率  14%    28% +5pp +6pp 

純金融費用  (365) - - 55 (310) 20 20 

税金  (166) (30) (423) (21) (640) >2x >2x 

EPS  $0.97 $0.05 $1.02 $0.05 $2.09 44 49 

 

利益および損益要因 

売上総利益 

- 報告ベースおよびコアの製品売上総利益率の計算では、アライアンス収益および協業収益の影響は

除外されています。 

- 2024年通年の製品売上総利益率（報告ベースおよびコア）の変動は以下の影響を受けました。 

- プロダクトミックスからのポジティブな影響：希少疾患およびオンコロジーの貢献は、製品売上総利

益率にプラスの影響 

- プロダクトミックスによる希薄化の影響：アストラゼネカは特定の市場において製品売上を計上して

いる一方で、提携パートナーに売上総利益の一部を支払うため、利益分配契約を交わしている製
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品（リムパーザ、エンハーツ、テゼスパイア、コセルゴ）の売上の貢献度が増加すると、製品売上総

利益率にマイナスの影響。ベイフォータスの成長は、アストラゼネカが製造した製品の売上を流通

パートナーのサノフィへの製品売上として計上するため、製品売上総利益率の希薄化に影響。それ

らの製品売上総利益率は当社平均を下回る 

- 地理的要因による希薄化の影響：新興国市場では、製品売上総利益率は当社平均を下回る

傾向 

- 報告ベースの製品売上総利益率は、PAAGR 組織改編プログラムの一環である、オンデキサに関

連する在庫および関連する契約引当金 5 億 2,900 万ドルを含む（要約連結財務諸表の注記

2 を参照） 

- 製品の季節性、為替変動、その他の影響により、期中における製品売上総利益率の業績の変動が

引き続き予想されます。 

 

研究開発費 

- 当期の研究開発費（報告ベースおよびコア）の変動には、以下が影響しています。 

- 価値の高いパイプラインに関する良好な臨床試験結果に伴う後期臨床試験の開始 

- 研究開発の能力向上を図るためのプラットフォーム、新技術、能力への投資 

- 過去に発表された Icosavax、Gracell、Fusion、Amolyt 等の事業開発活動の完了後におけ

る研究開発プロジェクトの追加 

- 報告ベースの研究開発費の変動は、vemircopan（ALXN2050）の無形資産に対して計上され

た 7億 5,300万ドルを含め、当年の無形資産の減損による影響も受けました 

 

販売費・一般管理費 

- 当期の販売費および一般管理費（報告ベースおよびコア）の変動は、主に製品上市に向けた、およ

び既存ブランドの成長持続支援のための市場開発活動によるものです。 

- 報告ベースの販売費・一般管理費は、オンデキサの無形資産に対して計上された 5 億 400 万ドルの

減損費用を含みます。 

 

その他営業収入および費用 

- 前年同期で、その他営業収入および費用は、Pulmicort Flexhaler の米国における権利売却によ

る利益 2 億 4,100 万ドル、およびベイフォータスの契約条件更新に関連する利益 7 億 1,200 万ド

ルを含みます。 
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純金融費用 

- コア純金融費用は、債務金額の増加およびより高い金利での新規債務の発生により 19%（CER

ベースで 15%）増加しました。 

 

税金 

- 2024 年 12 月 31 日までの 12 カ月間における報告ベースおよびコアの実効税率は 19%（2023

年通年：それぞれ 14%および 17%）でした。 

- 2024 年 12 月 31 日までの 12 カ月間に現金で支払った税額は、27 億 5,000 万ドル（2023

年：23 億 6,600 万ドル）で、報告ベース税引前利益の 32%（2023 年：34%）に相当しま

す。 

 

配当金 

- 2回目の中間配当として 1株当たり 2.10 ドル（168.0 ペンス、22.96 スウェーデン・クローナ）を発

表したため、年間配当は 1株あたり 3.10 ドル（245.6 ペンス、33.75 スウェーデン・クローナ）となり

ました。 

- 通常、配当金は以下のとおり支払われます。 

- 1回目の中間配当 - 半期および第 2四半期の業績と同時に発表し、9月に支払い 

- 2回目の中間配当 - 通年および第 4四半期の業績と同時に発表し、3月に支払い 

- 2024 年の第 2 回中間配当に関する暫定的な日程：配当落ち日：2025 年 2 月 20 日、権利

確定日：2025年 2月 21日、支払日：2025年 3月 24日 

 

Table 17：為替感応度 

当社は、為替感応度に関して以下の情報を示します。 

 

対米ドル平均レート 

対米ドル 5%安の 
年間影響額（百万ドル）
（2024年平均に対する
2025年平均レート）8 

通貨 
主要な関連項
目 

 
2024年
通年9 

2025年
年初来 910 

変動 
(%) 

2025年 
1月 31日11 

変動 
(%) 

売上収益 
コア営業利

益 

ユーロ 売上収益  0.92 0.97 (4) 0.96 (4) (461) (232) 

中国元 売上収益  7.21 7.32 (2) 7.30 (1) (313) (171) 

日本円 売上収益  151.46 156.52 (3) 154.70 (2) (179) (121) 

その他12        (557) (289) 

英ポンド 営業費用  0.78 0.81 (3) 0.80 (3) (68) 124 

スウェーデン・
クローナ 

営業費用  
10.57 11.09 (5) 11.02 (4) (9) 69 
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1 恒常為替レート（Constant exchange rates, CER）。実績増減と CER増減の差は、2024 年対 2023年の期間中の為替変動によ

るものです。CER 財務指標は、報告ベース業績から為替変動の影響を取り除くため、一般に公正妥当と認められた会計原則（GAAP）に

基づく会計処理によるものではありません。 

2 コア財務指標は、特定の項目を除くために調整されています。報告ベースとコア財務指標との差異は、主に、無形資産償却費、減損損失、

和解費用および構造改革費用によるものです。報告ベース EPS とコア EPS の調整表は、本資料の業績セクションの Table 11 および

Table 12 に記載されています。 

3 2024年の有形資産およびソフトウェア関連無形資産の資本的支出の額は 22億 1,800万ドルでした。 

4 Table 2 において、プラスとマイナスの記号は、議論されている項目の方向性の影響を示します。例えば、研究開発費関連のコメントの隣にあ

る「＋」記号は、その項目が前年度に比べて研究開発費を増加させたことを意味します。 

5 グループが重要で継続的な経済的利益を保有していない資産および事業の処分による収入は、引き続きグループの財務諸表において「その

他営業収入（および費用）」に計上されます。 

6 Table 4 の表示内容を更新し、売上収益の各数値内にアライアンス収益と協業収益を含めることにより、医薬品別の売上収益を示します。

従来の本表では、医薬品および治療領域別の製品売上を示すとともに、当社のアライアンス収益および協業収益については、それぞれの総額

を表の下部に個別の行として表示していました。 

7   本カテゴリー内の項目として重要性が乏しいため、「アレクシオンの買収」の欄を削除し、本表の表示内容を更新しました。   

8 通貨プロファイルに関する最良かつ一般的な想定に基づきます。 

9 2024年 1月 1日～2024年 12月 31日の 1日の平均スポットレートに基づきます。 

10 2025年 1月 1日～2025年 1月 31日の 1日の平均スポットレートに基づきます。 

11 2025年 1月 31日の 1日の平均スポットレートに基づきます。 

12 その他の通貨には、豪ドル、ブラジルレアル、カナダドル、韓国ウォン、およびロシアルーブルを含みます。 


